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学内研究助成金研究課題

そば粉 とコレステロール代謝 

そば粉の血清,肝コレステロールの低下作用の機構について 
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Ⅰ 緒 言 現在,血清コレステロール量の減少要因として,

著者らは,前報1)において, そば粉が実験的高コ 肝臓やその他の組織でのコレステロールの生合成の

レステロール血症を起こす飼料で飼育 したシロネズ 阻害,コレステロールの異化物への促進,腸肝循環

ミの血清,肝臓コレステロールの上掛 二対 して,抑 での再吸収の阻害などが考えられている. しかし,

制効果があることを認めた.このようにして起こる そば粉にみ られる抑制作用が,どこで,いかなる機

高コレステロール血症は,食餌による外因性の高コ 構で起こるかは,まだ解明されていをい.そこで,

レステロール血症と言われるもので,このような症 その機構 を明らかにする試みの 1つとして,排涯の

状にそば粉がいかなる作用機構でコレステロール代 面から検討を行なったので,これらの結果を報告す

謝に影響を及ぼ しているかは,明白でない. る.
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を知る目的でコレステロールを含まか ､基本飼料に実験動物

近 幾 大 ;;' 第 7号 (1974)L農 乍 部 紀 要

実 験 方 法 を上梓させた.この状態からコレステロールの変動
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及ぼしていた.しかし,その作用が,そばの単一成

子であり,抗動脈硬化作用もあると推察されるルチ
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ン2'(ビタミンP),ビタミンB群が豊富であること,
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ーゼなどの活性度の高い酵素が存在することが知ら

れている8).それに少量ではあるが,植物性脂肪も含

まれており,これらの直接的あるいは間接的な作用

については,研究を続ける必要がある. 

Ⅳ 要 約

食餌による外因性高コレステロール血症は,そば

粉の併用でコレステロールレベルの上昇が抑制され

る.その作用機構を排涯の面から検討した.

実験は,1 ぐらいの Wi 系碓 シロネズミを
分によるものか,あるいは,個々の成分の相互作用 5
02.用いて,1%コレステロールと %胆汁酸塩を含
によるものかは不明である. んだ餌料で 7週間飼育 して実験的に高コレステロー

そば粉に外因性高コレステロール血症の上昇抑制 ル血症を起こさせた後,飼料を基本飼料に置換して

作用がみられるが,回復実験においてみられた効果 1
0
コレステロール塵を 3, 5,1,2日目に測定し,
と関連づけて考察すると,そば粉は肝臓から排推さ その消長について観察 した.コレステロ-ルの定量

れるコレス●テロールの再吸収の阻害と食餌中のコレ

6
47.
6
0

LN･Kは,ZA HE Y変法に従った.

ステロールの小腸壁からの吸収を阻害する効果をも その結果上昇した血清コレステロールは,基本飼

ちその結果,血清や肝臓コレステロールレベルを下 料に置換後,5日目で正常レベルにもどる.しかし,
げるものと思われる. 肝臓では,3週間目でも半分程度の減少であった.

NATHら7厄 ,小麦粉によるコレステロールの低下 そこで実験飼料に置換 して,その影響を調べた. 

1)基本飼料中の庶糖の2%, %をそば粉に置は,そのグルテン濃度によると報告しているが,そ 

l
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き換えた場合,3週間目では,血清,肝臓ともに正

常レベルにまで減少し,高コレステロール血症から

回復した. 

2)実験的高コレステロール血症ネズミに 1%コレ

ステロールとそば粉を併用して 3週間投与 しても,

血清コレステロールは,正常レベルに減少していた

肝臓においては,･正常レベルにまで減少しなかった

が,置換前のほぼ半量に減少 していた.

これらの結果から,そば粉の低下機構は,食餌中

のコレステロールや,肝臓から排潤されるコレステ

ロールの吸収阻害によるものと推察 した.
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